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〔こめんと〕
糸球体腎炎発生のメカニズム
糸球体腎炎の発生機序の研究は，馬杉復三教授の抗腎抗体による実験的腎炎作
製の輝やかしい成功を鳴矢として，近年最も進展した領域のひとつである。この
方面における米国の実験病理学の第一人者である F.J. Dixon博士 (Scripps 
Clinic and Research Foundation)が第 8回国際アレルギー学会に出席を機会
に，馬杉腎炎のゆかりの深い千葉を訪ずれ，本学の記念講堂において iEtiologic 
agents for the immune complex type of nephritis and the anti-GBM 
type of nephritis Jと題して講演をおこなった。その要旨を紹介すると， 糸球
体腎炎の 2つのタイプ，すなわち抗糸球体基底膜 (GBM) 抗体による腎炎と免
疫結合物 (1mmuneComplex)による腎炎の実験モデノレとして， それぞれ馬杉
腎炎，血清病腎炎を例に腎炎発症のメカニズムが説明された。前者においては抗 
GBM抗体が，後者においては 1mmuneComplexが GBMに局在すると補
体系の活性化さらに多形核白血球の遊走集積がみられる。この際 GBMあるい
は 1mmune Complex と接触をもった多形核白血球から出される lysosomal 
enzymeが GBMに障害を与え，蛋白尿の発現をうながし，その程度や宿主側
の要因に応じて様々な糸球体腎炎の病型が発生することを明快に解説された。 
1mmune Complex の糸球体への沈着の機構に関しては， 19G Complexが
血小板の跨着を起こすことによりセロトニン， ヒスタミンの遊離をうながすと同
時に，好塩基球の上の 19Bと抗原との結合によってもヒスタミンの遊離をき
たし，これらの vasoactiveamineによる GBMの透過性の允進が 1mmune 
Complexの沈着を促進する。この際 1mmuneComplexの腎炎惹起には血中
での抗原レベJレがやや過剰になっていることが必要である。興味あることに，慢
性血清病型腎炎のうさぎに大量の抗原の投与をすると，蛋白尿が減少し，組織学
的にも結合物の消失と病変の消退を示すという。これは腎炎の免疫学的方法によ
る治療の可能性を示すひとつの大きな示唆である。
最後にウイ Jレス感染によるマウスの腎炎についての観察で oncogenicvirus 
の感染の種々の段階に対する宿主の抗体とウイルス抗原の Complexが腎炎発症
に密接に関係していることから，慢性不顕性のウイ Jレス感染による 1mmune 
Complex腎炎の発生の可能性が示され， この方面におけるひとつの方向性を指
摘された。
馬杉腎炎を生んだこの千葉での Dixon民の講演は，氏が明解にそのメカニズ
ムをときあかした 1mmuneComplex腎炎の重要性を認識させる一方，馬杉腎
炎のもつ免疫病理学的意義を，再びーきわ感銘深くわれわれに印象ずけた。
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